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研究課題名 熊本リハビリテーション病院 NSTの現状分析
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① 審査対象 (いずれかに○を)1 研究計画書 ②.表会発表原指 3.出版原稿 4。 その他 (    )
② 研究の背景と目的               V
平成 15年 1月 から栄養サポー トチームを発足し、活動を行つている。今回、近年介入した症例を基に、当院 NST

活動の現状を検討したので報告する。

③ 対象及び方法 当院 NSTでは入院時アセスメントや管理栄養によるピックアップ、病棟 NSTカ ンファレンス

を行う事で低栄養患者を早期介入出来る体制を取つている。対象者を選定し週 1回の回診を行つている。2021

年度に介入した110症例を対象とし、対象となつた患者の背景、介入理由、栄養上の問題点、介入前後の栄養

ルー トを調査した。

④ 実施場所及び実施機関  熊本ヅハビジテーション病院

⑤ データ収集期間

2021年 1月 2022ナギ 12月 予定

⑥研究における倫理的配慮について (I～Ⅲは必ず記載のこと)

I 研究等の対象とする個人の人権擁護  ( 問題あり 。 ○問題なし )
Ⅱ 研究等の対象とする者に理解を求め同意を得る方法  ( 研究計画を公開したオプ トアウト方式

Ⅲ 研究等によって生ずる個人への不利益並びに危険性  ( あり 。 ○なし )
Ⅳ 研究等によって生ずる医学上の貢献の予測  ( ○あり 。 なし )
V その他  ( )


